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1. 研究の⽬的 

 本研究の目的は、地域在住高齢者が社会状況に左右されることなく、安定した呼

吸機能トレーニングを受けられる仕組みを構築し、その効果を検証することであ

る。三浦市のデイサービスおよび秦野市の在宅高齢者を対象に、多職種と連携しな

がらデータを収集した。 

 特に、デイサービスでは看護師や理学療法士の協力を得て、安全かつ実践的な呼

吸機能トレーニングの導入を図った。また、日本精工株式会社および日本電計株式

会社と共同で、タブレット PC を用いた「呼吸機能改善支援アプリ」を開発し、遠隔

医療への応用を目指した。医療・福祉・企業の多職種連携により、持続可能な呼吸

機能改善システムの構築を進めた。 

 この研究により、高齢者が自宅にいながら安全かつ効果的な呼吸機能トレーニン

グを行うことができるようになり、地域の医療負担軽減にも貢献することを期待し

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

・今までの先行研究について 

 本研究に関わる先行研究については、表を参照していただきたい。主評価項目と

なるのは、発声持続時間に音圧の因子を加えた指標になるが、その手法は国内外を

含めて報告は無い。ベースとなる発声持続時間は、1966 には沢島らにより報告され

ており、臨床でも活用されている。ただし、肺活量とは関連がないと言われてお

り、あくまで発声の評価、および嚥下機能の評価（Lim ら, 2020）として用いられて



  

 
いることが多い。一方、発声練習により肺活量、胸郭機能の改善が報告されており

（Mendes ら, 2006）（Follmer ら, 2013）、音圧を加味することでより、身体機能に

親和性の高い指標になり得ると考えている。Izawa ら（2012）は、ベースとなる

MPT と酸素摂取量（peak VO2）と関わりがあることを報告しており、予後を予測す

る因子の一つであることを述べている。また、この MPT は、機能の改善と共に改善

し得る共変量であることも報告している（Izawa ら, 2017）。今回、我々は MPT に音

圧を加味した「MPT プラス」を採用している。MPT プラスは肺活量だけでなく、呼

吸筋力とも関連があることを予測している。宮下ら（2020）は、呼吸筋力と peak 

VO2 と関連があることも報告されている。我々は仮説として、MPT プラスは肺活量

と呼吸筋力と関連し、その値は身体機能と関わるとしている。MPT プラスにより呼

吸筋力、ひいては運動耐容能との関わりが本研究で明らかになれば国内外を通して

初の成果であり、高齢化の進んだ本邦に応用できる内容である。しかも、その指標

をリモートリハビリテーションに応用するという報告はみられなく、本研究の新規

性は国内外含めて極めて高いといえる。本研究が明らかになれば、在宅療養の高齢

者に対して呼吸機能の評価、および呼吸機能の改善ができるようになる画期的な研

究である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

 
 

2. 研究の内容・実施経過 

 本研究は、第 1 研究（健常者対象）と第 2 研究（地域在住高齢者対象）の 2 つの段

階で構成された。 

第 1 研究（健常者対象） 

 本研究では、20 名の健常成人を対象に、開発したタブレット PC を用いた呼吸機能

改善支援プログラムの有効性を検証した。測定項目として、最大発声持続時間

（MPT）、音圧、肺活量、呼吸筋力、握力、ピンチ力を評価し、呼吸機能との関連

性を検討した。 

 また、デイサービスに勤務する看護師・理学療法士の助言を受け、測定の妥当性

を向上させた。さらに、日本精工株式会社の技術協力により、音圧測定機能の精度

向上を図った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

 
第 2 研究（地域在住高齢者対象） 

 次に、地域在住の高齢者 6 名（全員女性）を対象に、呼吸機能改善支援プログラム

の実践的な有用性を評価した。2 週間のベースライン期間を設けた後、4 週間の介入

期間を設定し、対象者には 1 週間あたり 3 回以上のプログラムを実施してもらっ

た。 

 特に、三浦市のデイサービスにおいて、看護師・理学療法士と連携し、指導内容

の最適化を図った。また、神奈川県秦野市の在宅高齢者への導入においては、地域

在住高齢者のニーズに即した支援方法の検討を進めた。 

 参加者の継続率は高く、使用感についても肯定的な評価が得られた。これによ

り、実際の介入の場面でも有効な手法である可能性が示唆された。 

 
3. 研究の成果 

 本研究の結果として、以下の知見が得られた。 

・呼吸機能評価の向上：MPT×音圧の新指標「MPT プラス」により、呼吸機能の評

価がより精緻化された。 

・アプリの実用性：タブレット PC を用いた呼吸機能改善支援アプリの信頼性が確認

され、在宅での継続的な使用が可能であることが示唆された。 

・多職種連携の有効性：看護師・理学療法士・企業の協力により、実用的な遠隔支

援システムの開発が進められた。 

 

 また、評価結果に基づき、アプリのインターフェース改善が求められる点も明ら

かになった。特に、視覚的フィードバック機能を強化することで、高齢者が直感的

に操作しやすい環境を整える必要があると考えられる。 

 

 

 



  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4. 今後の課題 

・サンプル数の拡大： 本研究の対象者は少数であったため、今後はより多く

の高齢者を対象とした研究を実施し、統計的な妥当性

を向上させる。 

・アプリの改良： フィードバックをもとに、使用の利便性や機能を向上

させるための改良を行う。 

・他地域への適用： 三浦市・秦野市以外の地域でも適用可能か検証する。 

・長期的な効果検証： 本研究では短期間の介入にとどまったため、長期間の

継続使用における効果を評価する必要がある。 

・多職種連携の更なる発展： 今後は、デイサービスに限らず、在宅医療チームや地

域包括ケアシステムとの協力を強化し、より広範な支

援体制を構築する。 



  

 
 

5. 研究の成果等の公表予定（学会、雑誌）    

・学会発表：日本理学療法学会、呼吸リハビリテーション学会を検討、 

・論文投稿：MDPI Sensors（査読付き学術雑誌） を検討 

 研究の成果をもとに、さらなる応用研究を進め、多職種連携による遠隔医療の推

進に貢献する予定である。 

 


